
計画 1･5

ニホンザルのセンサス法 rブt)ツク分封定

点銅盤法｣の開発

大井徹 (森林捻研 ･東北),岡野弟佐夫,白井甘,

千 岩々哲,春田亜紀 (WMO)

鹿児島県屋久島西部の通称半山地域に生息する

ニホンザルの群れを対故に銅盤を行った.1)サル

の音声種(Itani,1963)毎に頚髄と発見効率の関係

についての経験式を得ること,2)サルの日周活動

性と各種音声の発生叔皮の関係について放射する

こと,3)ブロック分割定点珊査法 (大井ほか,19

94)での位置推定の将皮を検討することを目的と

した.ブロック分割定点甜査法と群れの正接追跡

を同時に行い,それぞれで得られた群れの建位情

報と音声情報を比較した.群れの追跡者は,2群

の追跡を延べ81時間6分行い,15分毎に群れの位

置を地図上に紀錬した.さらに,追跡中の群れ個

体が発生した音声をアドリブで紀良するとともに,

スキャニング法l土より15分毎の個体の活地位を記

録した.定点親類割ま,延べ200時間26分の定点親

潮を行い,聞き取った音声の種籾,時刻,音源の･

推痘位置などを妃持した.走点軌新着は群れの発

見情報をトランシーバで連絡し合ったが,追跡者

は定点細萱者から情報を一方的に得た.また,別
のデータセットとして,追称者は,個体がラウド

コールを発したときに定点観測者に連祐し,その

音声を開き取ったか確かめた.定点親潮者は,辛

均4.1バウト/時間,群れ追跡者は,平均45バウト

/時間の音声を聞き取った.このようにそれぞれ

の方法で蔽対された音声は軟度が異なるとともに,

それぞれの音声種の都合も異なった.この速いは,

観測者と音源間の沌艇の追いによるものと主に考

えられるが,肝細は分析中である.

計画2-1

兵庫県における=ホンサル生息許容
量の推定.三谷雅純 Ĉ と自然博･生街) .

池Ej亡 (人と自然博･環境計画) .清水聴

(福井県立大･看護) .武田庄平 (東京農工
大･一般教育)

兵庫県域のニホンザルの生息状況を現地調

査によって調べ,ニホンザル個体群の生息を

決める環境要因を抽出した.あわせて非集計

確率モデルの 1つであるロジットモデル (池

口と武内,1993)を用いて兵庫県城の潜在自

然植生を復元することで,ニホンザル個体群

の生息に適した場所の潜在分布を推定した.

現在の兵雄県地域において,ニホンザル繁殖

個体群は冷温帝下部に人間活動を避けて生息

し,その生息を支える基本的な植生タイプは

クリ･ミズナラ林とアベマキ ･コナラ林であ

る.そしてその生息域は.比較的狭い範囲に

分布 している.このようなニホンザル繁殖個

体群も,潜在自然植生下では.兵庫県地域に

広 く広がる常緑広兼樹林に広 く低密度に生息

するものと推定された.ただし,植生の好適

性の判断には,現在の近掛 也方に見られる植

生の植物社会学的データを用いたため.この

判断の時点で植生に及ぼした人為的影響を除

去することはできなかった.しかしながら,

この2つの分布の比較は.現実の歴史におい

て,人為的な植生の改変がニホンザル繁殖個

体群の分布を広くて低密度の分布から狭 くて

高密度の分布に改変した過程が存在 したこと

を示唆する.
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